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※記載の内容・お役職等の情報は、2019年3月取材時のものです。

間接材の購買分野は、カテゴリ範囲が広い上に、多品目で購買ロットが少なく、しかも取引件数が膨大に
なるため、画一的な対応が難しい領域です。今回のプロジェクトでは、特に少額取引の購買プロセス
を見直すため、最新のITを活用し、電子化により買う・払うを簡単、便利にし、見積もり調達品は、BPO
を活用し効率化することとしました。
見積もり調達は、内製での運用も検討しましたが、両社で課題を解決しながら業務を構築していく中で、
プロフェッショナルによる業務集約・効率化スキームや品質管理に触れ、オペレーションは、専門の
BPOベンダーにお任せするべきと判断しました。特に、RPAなどの先端技術と、人的オペレーションを
融合したDigital BPOにより効率化を推進いただいています。今後も、両社で協働し、先端技術を
積極的に取り入れて自動化領域を広げることにより、さらなる効率化に期待しています。

先端技術を積極的に取り入れた、Digital BPOにより更なる効率化へ
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多品目・小ロットの間接材調達・購買業務をDigital BPO
見積査定・サプライヤ選定などをBPOセンターへ集約
購買部門スタッフは高額案件などのバイヤー業務に注力

導入背景
花王様は、間接材の購買を全国の工場や支社、業務部門などの各現場で行っており、購買部門による統制が
取れない状況でした。そこで、購買ガバナンス強化を実現する「部門横断プロジェクト」を発足し、購買フローの
一元化に向けて、クラウド型購買システムの導入を決定しました。しかしその導入には、見積調達業務の
新たなプロセスの構築と運用による購買部門への業務負荷の増加が懸念されました。

導入サービス
トランスコスモスは、購買部門による承認・検収ワークフローに沿った見積調達プロセスを再構築し、全国、
各現場からの購買申請に対し、見積査定・サプライヤ選定・承認・検収督促業務をBPOセンターにて集約、
RPAを実装した効率化フローで運用しています。併せて新システムや新プロセスへの移行時の混乱を抑制
するため、ヘルプデスクを設置しました。

導入効果
トランスコスモスが見積調達オペレーションを担うことで、購買部門のスタッフは新システムの全国展開や、
バイヤー業務に注力でき、プロジェクトのスムーズな展開に寄与しています。また案件受付プロセスにRPAを
導入し効率化を実現。調達品目や金額の読み違え、判断ミスなどのヒューマンエラーのリスクを低減し、月間
273時間の工数を削減、案件受付から承認までのリードタイムを平均20％短縮しています。
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花王様 提供サービス

間接材の購買フローの一元化に向けて
見積調達をBPO化

　花王株式会社様（以下、花王様）は、全国の工場や研究所の各現場それ
ぞれで、生産副資材となる備品や、消耗品など（間接材）を調達していま
した。各現場の購買手続きには、購買部門による見積もり査定や承認が
されておらず、統制が取れない状況でした。
　そこで花王様は、購買システムを整理・統合し、コストの見える化と
購買部門によるガバナンス強化を実現する「部門横断プロジェクト」を
発足。定番品の購買を電子カタログ化し、集中購買を支えるクラウド型
購買システム「Kaoモール」を導入されました。
　しかし、電子カタログ化できない品目・役務サービスなどの見積調達
品は、年間約11万件に上ります。システムを介して電子化を推進する
ものの、見積り依頼から、回答までのコミュニケーションをはじめ、査定・
承認業務は人手に頼らざるを得ません。これらの業務を購買部門で集約
するには、新たな業務プロセスの構築と運用による業務負荷が懸念
されました。
　花王様は、新システムへの安定的な移管と新たに見積調達プロセス
を構築するため、Kaoモール見積調達BPOと、ヘルプデスクをトランス
コスモスへ委託されました。

RPAを実装したフローで 見積調達プロセスを構築

　トランスコスモスは、各現場でバラバラに行われていた見積調達プロ
セスを集約するため、業務を可視化し、標準化を進めました。花王様と
連携しながらルールを策定、「Kaoモール」を介した適切な承認・検収
ワークフローに沿ったプロセスを構築しました。業務のボリュームゾーン
である「受付」「見積査定」「サプライヤ選定」「承認」「検収督促」は、BPO
センターにて集中処理しています。各プロセスの中でも、自動化できる

対象業務を選定し効率化を図っています。業務を分解し、人に依存して
いた業務、単純だが手間が掛かる作業を見極め、適切なRPAツールを
選定し、検証しました。その上でまずは、受付プロセスにRPAを導入し
効率化を進めています。業務ルールの変更や、システム改修の都度、必要
となるチューニングにも対応し、安定稼働を実現しています。調達品目や
金額の読み違え、判断ミスなどのヒューマンエラーのリスクを低減し、
月間273時間の工数を削減、申請受付から承認までのリードタイムを
平均20％短縮しています。
　またトランスコスモスは、新システムのヘルプデスクを提供し、利用
方法の問い合わせをはじめ、納期の回答などを対応しています。社内
ユーザーはもちろん、サプライヤに対しても、かゆい所に手が届く利用
者視点に立ったサービスを実施することで、導入時の混乱を抑制、
スムーズなシステム移管を下支えしています。特に月末には、納品物の
検収状況を確認の上、未検収の対象者へ架電対応するなど、下請法※に
準じたコンプライアンスにも配慮しています。

※下請代金支払遅延等防止法

間接材購買コスト削減に向けて

　トランスコスモスが見積調達プロセスを構築し、オペレーションを
担うことで、プロジェクトのスムーズな展開に寄与しています。購買部門
スタッフは、業務負荷を軽減し、新システムの全国展開や高額案件の
バイヤー業務に注力できるようになりました。
　今後も、先端技術とBPOの組み合わせで、システム化できない人手
による業務の自動化を拡張し、効率化を推進してまいります。
　また、対象業務を拡大し、複数サプライヤから見積もりを取得して
比較購買を進め、間接材購買コスト削減に寄与するサービスを提供して
いきます。トランスコスモスは、花王購買部門様と同様の意識と目標を
掲げて、購買業務の最適化に貢献してまいります。

お問い
合わせ

トランスコスモス株式会社

g_sales@trans-cosmos.co.jp
www.trans-cosmos.co.jp

0120-120-364
9:00～18:00［土･日･祝日を除く］

※この他にもさまざまなサービスを提供しております。ご不明な点がございましたら、お気軽にご相談ください。 ※サービスの価格の詳細については各営業担当にお問い
合わせください。※トランスコスモスは、トランスコスモス株式会社の日本およびその他の国における登録商標または商標です。 ※その他、本文中に記載されている社名、製品・
サービス名などは、各社の登録商標または商標です。 
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